
2023 年 4 月 19 日 

パートナー各位 

 

デジサート・ジャパン合同会社 

 

 EV コードサイニング証明書、およびコードサイニング証明書の変更、 

およびトークンの取り扱いについて(2023 年 5 月) 

 

平素は弊社製品の販売支援をいただき、誠にありがとうございます。 

 

さる 2022 年 10 月 4 日にご案内いたしました「適用日変更のお知らせ：[重要]コードサ

イニング証明書における要件変更について(2023 年 6 月) 」に関連しまして、CertCentral

における変更点、および EV コードサイニング証明書、コードサイニング証明書のハードウ

ェアトークン(以下、トークン)の取り扱い変更についてご案内申し上げます。詳細は下記を

ご参照いただきますようお願い申し上げます。  

 

 弊社では引き続きサービスの向上に努めてまいりますので、今後ともご愛顧を 

賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

1. スケジュールについて 

2023 年 5 月 3 日(水) 日本時間より、段階的に変更いたします。特に、CSR を添付してご

申請される方は、申請時の制限や証明書発行の期限にご注意ください。 また 2023 年 5 月

31 日(水)以降にお申込みいただく場合には、トークンが有料となりますのでご留意いただ

きますようお願いいたします。 

 

2.  2023 年 5 月 3 日(水) 日本時間の変更について 

2-1. 対象製品 

 企業認証コードサイニング証明書 

 

2-2. 概要 

証明書をご申請いただく際に以下の申請オプションを表示いたします。 ご利用方法に合わ

せて、オプションをご選択ください。 

 

現在：  



主に SunJava をご利用のお客様は、CSR を添付してご申請いただき、認証完了次第、E メ

ールにて証明書を添付しご案内しています。  それ以外のお客様は、CSR を添付せずに申

請いただき、証明書の発行が整い次第、弊社より証明書発行するためのリンクが含まれる E

メールを送付し、クライアントで鍵生成・証明書を発行しています。 

 

変更後：  

申請の際に、以下のプロビジョニング オプションをご選択いただきます。選択内容に応じ

て、証明書発行後の手順を E メールにてご案内いたします。  

 

・CSR を添付する 

・デジサート提供のトークンを利用する 

・独自のサポート付きトークンを利用する 

・HSM を使用する 

 

「デジサート提供のトークンを利用する」をご選択いただいた場合は、続けてトークンの配

送先をご指定ください。トークン、およびその配送料は弊社負担にて無償にてご利用いただ

けます。なお、[設定]ページにて、これらのプロビジョニングの設定値、またはトークンの

配送先のデフォルト値をご登録いただけます。この設定は、EV コードサイニング証明書に

も適用されます 

 

3.  2023 年 5 月 17 日(水) 日本時間の変更について 

3-1. 対象製品 

 企業認証コードサイニング証明書 

 

3-2. 概要 

プロビジョニング オプションより「CSR を添付する」を削除します。 適用日以降、CSR

を添付して申請することはできません。他の選択肢を指定してご申請ください。なお、[設

定]ページで、[CSR を添付する]をデフォルト値にしている場合は、自動的に[デジサート提

供のトークンを利用する]に更新されます。 

 

4.  2023 年 5 月 31 日(水) 日本時間の変更ついて 

4-1. 対象製品について 

 企業認証コードサイニング証明書 

 EV コードサイニング証明書 

 

4-2. 概要 



4-2-1.  CSR を添付して申請された証明書の発行終了 

CSR を添付して申請したオーダに対する証明書の発行を終了いたします。この時点で未発

行の保留中のオーダはキャンセルしてください。 選択可能なプロビジョニングオプション

から選択して、再申請してください。 

 

4-2-2. トークンの有料化 

当該日以降に「デジサート提供のトークンを利用する」をご希望の上申請する場合は、証明

書に加えて、追加 20,000 円/トークン(有償、送料込み)をご請求いたします。お手元にある

トークンや HSM をご利用になる場合は、弊社のトークンをご購入いただく必要はございま

せん。 なお、当該日以前にご申請いただいたコードサイニング証明書、および EV コード

サイニング証明書のトークンは無償です。 

 

4-2-2-1. トークン込みのバウチャーの販売について 

コードサイニング証明書、EV コードサイニング証明書のバウチャーを生成する際に、トー

クンの配送有無の属性が追加されます。バウチャーを発行する際には、トークン要否をエン

ドユーザ様にご確認のうえ、生成いただきますようお願いいたします。 ５月 31 日(水)以降

に生成するバウチャーより、この属性がご選択いただけます。 

 

4-2-3.  Key Locker サービスのご提供 

 

DigiCert はお客様に代わってコードサイニング証明書の秘密鍵を生成し、業界標準に準拠

したストレージに秘密鍵、および証明書を格納するクラウドベースのソリューション

「DigiCert KeyLocker」のご提供を開始します。DigiCert KeyLocker をご利用いただくこと

で、KeyLocker に保存された鍵および関連する証明書を安全に保護し、不正アクセスや誤用

を防止することができると同時に、従来のワークフローへの影響を最小限にすることがで

きます。 

 

DigiCert KeyLocker の提供するサービス： 

 

- 業界標準の HSM 鍵ストレージ 

- CI/CD パイプラインとの連携 

- DigiCert とサードパーティ製署名ツールによる署名ソリューション 

- 鍵で署名する際の多要素認証 

 

参考) DigiCert® KeyLocker クラウド秘密鍵ストレージサービス 

https://knowledge.digicert.com/ja/jp/solution/SOT0054.html 

https://knowledge.digicert.com/ja/jp/solution/SOT0054.html


 

ご利用の条件や、詳細な手順は随時ご案内いたします。  

 

5. ご参考 

背景: 企業認証コードサイニング証明書における秘密鍵の格納に関する要件 

https://knowledge.digicert.com/ja/jp/generalinformation/INFO2526.html 

 

6. 本件に関するお問合せ 

テクニカルサポート 

Email：authcode_info_jp@digicert.com 

電話：03-4578-1368（自動音声ガイダンス 3） 

受付時間：土日祝日および年末年始を除く平日 9:30 - 17:30 

 

 

以上 

https://knowledge.digicert.com/ja/jp/generalinformation/INFO2526.html

